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（6t・8 ・ m 近哲 ） と い う22 の 漏 認 め られ tt （・
。

で 1孀 と し て潔 あ らh3 ）。

（i1） Aged 　P一工1 で は、　ag ±ng の 進竹 に 祥 な い λ2 の 山 貳砥 丁： し，　7e 崎間圦 幺 の
aging

左后 り 夜 P ・・II で 悟 λ1 の ム の 3ナバ 残 っ て い た ．
　 ci“）　ト リ ス．処 理 した P −H で ‘さ 、λ1 の 山

1さ te く な り ，λZ の 山だ け爪 看終め られ tt。
（iの CCCP 条加 した P −Ils よび前盟射 処 理 し

セ P−H て
『
〔さλ1 の th　1ビけ，Antimycin −A 兼力a した P −1エ で t＃ λz の ル」 だ け Sべ 見らぬ た 。

（v）　い 3 い 3tc 処 理 し た P−II の イ重ヨ呈蛍光 ス ！xeワ ト ル E し らべ ，　 Aged 　P−II で は 735　nm

の 山 の ， 愛．来血手 皿 で 1さ 695nm の ム の 拍 失メベ 見 られ た 。

　  从 上 の ≧ と は 薗 1K 示 す丿膜式 の こ多・当，挫 左示 す毛の であり， 椎論 ま更tt ；R の e う

i《進め 3 と と ”ミぐ き た 。 　 ω DP エP は ps 一工lb （686　nm 洫辺 に 吸 収 ng　X 　N っ ）ntSら

の お 電 争 を根給 され 3 氏 F ・Cy　ta　PS −11b の ［勃 、 に PS −II
。 （6年8 。 。 直辺 ｝之 暖 収 極 廴 歪

毛　　@ っ　@　）　　　lz　　よ@　　勹　　　ﾄ　　@ 老 　@　逶元 　@さ　　れ　　る　　o　　　（ii） 　　@蛍　　光　　　Oj 　　@3　　ｬ分
の
　　り昂ｮ　

　th・　よ　　　Wt黶 @光　@1丿　　ン 　

酸イ 巳 　 　 の 　 　 某　役 す 3 個 所に関 し

も， 者駿す る こと 斌で き 芸。 　   hkk の考麋 左更に 立証 す 3 ため IZ ． 次 ．の各お面ヵ 丶ら

攻究左朽 瑟ゲZl 　 t ） 3 （ 現 在 ｝ 蓬 行中 であるので ，結果

シン ポジウ ムで 考鷭 灸 す 各） 。 エ．蒙緑体反危 1ヱつ い Zの EMERS 。 N −e
hancem ・・七効梟 の 検耄 寸 皿 ． いわゆ3SAVER 動 果 の 吟味 およ

・ pi ユ ・ 一 。 ve ・ 板説 の 検書寸 皿 ，｝トワロー ム b
59の光酸 化左めぐる翻 問題．の 検創 四 「．

光リ ソ 酸 イ 乙 の 共彳殳部 イ直t の検 言 弌 　   薗1 のよ う Iz 光化 学 象皿1乏2つの光花 学 反

を豸Z3 ≧との物理fag
意
義　 ii つい 2Sl の 1MXtf 　 t ・・　 ． た 。 そ の 要

副22に示す氏 こ の 考 えの 茎礎とレz 捉の疹 晝 イ夏定． し Z い 3 。 〔 の光イ匕掌 索1L の反 鳶 中 IX ：：

0 ロ フ ィル r さ 2 量 体 を 形成 しマいる。〔b ） 二の2 量体 に光 べ当5とh 。 エf ．・educed　 f ・・田（ R ・ σh1つ こh ・
1f

。 ・ tdized 　 f 。rm（ 。、 　Gh1 ・） という1 斡
の う ヴ幻 ルを｛ 軫威 す3〔 励起 諺廴

鳧）

に） σ h1
＋
は それ自身 で1 さ H20 ヵ丶

らの
・雹 孑綬け と綱“，もう一度光 酸化 さ楓 Ch 、＋÷｝Z 　

・3 （ PS ． ・ ・ b ） ．≧ 端充分P ・ ・i 七 ive な 電位左毛 つの で永いらの電 3 を吸

． ヒザられ3 。 （ の｛R ）はそれ自身ぐも選元力左
名 っ占 べ 、　 今10 σ） 光 イ匕学昆 応と（ps − 1

エ a ）　｝t
孝

り，　

り3象
い

蓬 テ 己 力 晝 3わOCh1 ＝ と ts 　36 （ε ） Chl＝い ら PAの≡著 しい副を 子ソヲア， レ勾 凾己

従 う電3Lの胸軌1《 4
い ATP 　 s 「 91 生 成 す3

幅2・A）　　　
　 凾

　　 　

　　
　 　 　1∬ 撃隲

）
（こ

凶
ズニ

蠱
國N（  畿 〔1婿 　

　
l
− Ch ユ 「呷一；一層∵−P − P 一 甲｝四 ’

一
一

匿『
’

冒門1ﾖ

　　
　 　

　　
　

　　Ch1＋＋l　H20i ↓lOI｛一：

C 甲 1↓p02 ．

＋ ←’− r7¶P

|II
曹
．一齟一一 一『『一一『’ 一う 〔 ： ：

芋
Ch1

　Y→ 　Chl − GhlCh

ﾀ　　
： 　weak 　reduc 七 ant

Chl “　：s 七rong 　reduc 七 an

； Ch1 ＋　：weak　

idan 七； Chl ＋ ＋　：　3七rong　o
aant ； b 　．；Cy七一 b −55
E

団2 呷 A）　 P＄・工臥 　 セ 　PS曜 ： 二

C ぜ抜 　Iz起，マお り，ATP

」 成の

ｼう

　場合 （ 固 皇 ・ B ） P ＄・ 工b の冴 bNV 起，Z 　 おり 、


